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                                           石黒以津子
社会人になってからの私達は、強制的に強いられることがない限り、大きなプレッシャーをもたらす事柄にチャレンジしないものである。あえてチャレンジするとすれば、そうすることによって、大きな見返りが期待できる場合であろう。最近、何年ぶりかにテストと呼ばれるものに挑戦した。錆びついた頭に少しずつ刺激を与え、これまでの知識を呼び起こし､また新しいものを吸収しやすい状態に戻すのに、何と時間と努力を要したことか。実際、「こんなはずでは．．．。」と、何度も呟きながらの挑戦であった。

しかし、ゆっくりではあるが少しずつ頭の中が整理され、新しい知識を吸収し易い状態となってくると、久しく忘れてしまっていた、若かりし頃の自分が蘇ってきた。「そう言えば、学生時代にはテストを目前にして、よくこんな日々を送ったものだ。」とその当時が懐かしくもあり､また､その当時の自分の頑張りにどこまで近づくことができるかにチャレンジしようとする気持ちが高まってきた。
目前に迫った目標に向かい、自分でも驚くほど､夢中で勉強した。久々に満足感と充実感を味わえる日々を過ごせたのは、自分なりに精一杯頑張ったという実感があったからであろう。テスト当日までの期間を十分に楽しんだせいか、つまらないミスを幾つもしたにも関わらず、テスト終了後はとてもすがすがしい気分になれた。何故なら結果は、また新たな目標を設定するための目安であり、自分の向上心を高める為のきっかけに過ぎなかったからだ。若い時と比べ、多少の体力的なハンディはあったが､まだまだ身を引き締めて頑張れば､それなりの成果は得られることを実感できた。何よりの収穫は、チャレンジする楽しみを知ったことであろう。

久々の緊張感の中で、もうひとつ得られたことは、冷静さを欠いた時の自分の姿を垣間見られたことだ。テストというものは張り詰めた緊張感の中で、いかに集中力を持続させ、自分の持っている力を発揮させるかが勝負どころである。極度の緊張を要する状況の中で､冷静さを保ち、的確な行動ができるように時折、自ら機会を作って訓練していく大切さを感じ、改めてこうした機会に恵まれたことに深く感謝した。

この経験を生かし、これからも、異なった緊張感をもたらす事柄に積極的にチャレンジしていきたい。そしてそのチャレンジの中で､自分なりの楽しさを見つけ、その楽しさを次のチャレンジにつなげていく。そうした繰り返しの中で､どんどん自分を磨き上げ､実をたわわにつけた木のように成長していかれれば､どんなに素晴らしいことだろうと思う。

本号のハイライト
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チャレンジ・コーナー
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　今回６月２日～６日に行なわれた講習から講習期間が４日から５日間に延長されました。NO PROBLEM is NO PROGRESS　(問題のない人は成長もしない）という言葉があるように、参加された監督者の方々は日常それぞれの職場で様々な問題を抱え、その解決策を見つけ出そうと熱気にあふれた講習会となりました。そのうち何人かの監督者の５日間参加して感じられたメッセージをここに御紹介します。このコースはMLC/IHA監督者の方々の必修コースとなっておりますので、まだ､監督者の立場でこの講座を受講されておられない方はぜひ次回の講習会に参加してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増田　譲治

　こんにちは。　お元気ですか？　先週は一週間大変お世話になりました。　初めは５日間も長いな～などと思っていましたが、あっと言う間に時間が過ぎ、終わる頃にはもっとトレーニングを受けたいなーなどと思いました。　一緒に参加した皆さんはとても気さくな方達ばかりで、人前で話すのが苦手な私も、とても話しやすい雰囲気だったので、緊張もあまりしませんでした。その様な方達といろいろな悩み、考えなどについて話し合える機会が持てた事はとても貴重で良い経験になりました。　また刺激にもなりました。　石黒さんからもたくさんの事を学び、たくさんエネルギーをもらいました。　職場だけに留まらず、今回のトレーニングが私生活でも上手く生かせるようがんばっていきたいと思います。またこれからも何かありましたら宜しくお願いいたします。また連絡いたしますね。
                                 Ayumi Senatore

                                 Sagami-DPW

　お早う御座います。まだまだ朝起きると、先週の延長でクラスがあるのではと錯覚します。いろいろな事を教わり、これから職場での問題に直面した時きっと解決の方法の助けになると思います。特に多くの考え方の違う人と共に仕事をする上で発生する問題にきっと役立つ事を確信しております。我が儘気ままにクラスの皆様にご迷惑をお掛けしました事を申し訳なくまた感謝申し上げます。クラスで勉強した時ある詩を思い出しました。{ある人の夢}という題です。
夢のある者は希望がある。希望のある者は目標がある。目標のある者は計画がある。計画のある者は行動がある。行動のある者は実績がある。実績のある者は反省がある。反省のある者は進歩がある。進歩のある者は夢がある。
　　　　　　　　　　　            Tom Kochi

                                  Okinawa-DCA

　

  おはようございます。トレーニングでは、大変お世

話になりました。普段自分の気が付いていない事、知らない事、色々な発見があった１週間でした。これから、この発見が公私において、少しでも生かせればと思っています。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　            Hisaki Nagai

                    　            Yokohama-DOL

　トレーナーとトレーニーの皆様、大変お世話になりました。本講習の最大の収穫は、この素晴らしい方々と知己を得たことです。幸地さん(兄）から早速Ｅメールをいただき、その感をさらに強くしました。また、講師の方々には管理者に必要な精神面(X軸)と実務面(Y軸)について、いろいろとご教示をいただきました。精神面につきましては、ゲームを通じて学んだ自己を知ることの重要性と、手術シュミレーションを通じて学んだ相手への思いやりの必要性を職場で試しているところです。また、実務面につきましては、修得しました知識をすでに人事面と訓練面で使わせていただいております。さらに人事課の講師も訪問し、的確な指示と情報を頂戴しました。今後は、管理者が長期に休暇の取れる環境作りに励んでいくつもりです。老人性痴呆症ですので、いつまで参加者皆様の顔と名前が一致するかは定かではありませんが、出会いました折には声をかけてください。 

                            Hirotsugu Yamashita

                            Zama-500th MIG

　初めは、５日間のコースはとても長いなーぁ!と思いましたが、実際に始めてみると一科目、一科目の時間が短く感じられました（内容が濃いからでしょうか？）。いろいろな職場の責任者に、なられた方々が！一人一人が、職場内において悩みを抱えて要るのが！実感致しました。私の職場も１００％完璧では！ありませんが、今後、今の状態よりももっと良く（職場環境など）自分なりに、受講した内容を参考に努力して行きたいと思います。人は、それぞれ性格や好み、考え方が違います。一早く判断し、その人に合った接し方をして行こうと思います。簡単では、ありますが私が５日間！受講しました感想＆今後のプラス点に、したいと思う所です。
　　　　　　　　               Kazuya Kobayashi

                               Sagami-35th S&S Bn

　この5日間のトレーニングは、監督者としてだけではなく、一個人として、とても学ぶことが多く、期待していた何倍もの収穫でした。　特に、コミュニケーションの難しさ。　忙しいのを言いわけにし、いかに私が人の話を大切に聞いていなかったか。又、自分が固定観念を持ったまま人の話を聞いてた事を痛感しました。１０人の人がいれば、１０もの見解が在るんだと、あたりまえのようですが、忙しい中で、私達は忘れがちだと思います。　私の"常識"と思っている事が、相手の"常識"と同じとは限らないわけです。これまでの私は、それぞれの従業員の個性を上手に生かしき

れず、彼らに対して、負けないように、いかに説得するかに集中し、要するに、会話を　"勝ち"　の方向へ持っていこうと努力していたようです。"麻酔を打ってから"　"勝ったら負け"　という　テックニックを教えていただきました。実際、行動に移すことは、容易ではありませんが、何事も肯定的に、情熱持ってチャレンジします。何よりもまず、自分自身を磨くことに励みます。そして、従業員を一番に大切にする。上司、部下という関係以前に人間対人間なので、愛情を持って！　最後に、この講座を教えて下さった全ての講師に感謝いたします。　又、境遇の違ったクラスメート全員との出会いも私にとっては、益となりました。お互いに、いかなる逆境にも負けず、信念を持って頑張りましょう。
　　　　　　　　  　              Naoko Hamamoto

                          Okinawa-58th Signal Bn
  座間でのトレーニング中には、迷惑をおかけした事
でしょう。今回のトレーニングで勉強になったこと
は、人の考え方の違いや解釈の違いを学んだつもりです。部下に対しての接し方や仕事の流れ及び部下を育てる為には何が必要なのか。それが私たちの課題だと。これからも良きアドバイザーとしてご支援ください。
                                 Norinao Kochi

                                 Okinawa-DCA

　職場によってそれぞれのゴールがあり、人員配置や人数構成等々千差万別の境遇にいる方たちが一同に集まりスーパーバイザーとは何か？コミュニケーションとは何か？など1つの答のないことについて話し合うというトレーニングに対し「どのような内容のことを講義するのだろうか」という大きな期待を秘めて参加させて頂きました。すべてのディスカッションにおいて新たな発見があり、それを自分の中で噛み砕き最大公約数を見つけていくという感じでした。しかしこの「自分の中で」というのが鍵で、もしかしたらこれも打破しなければならないのか….等々色々考えました。このトレーニングは僕が今後長い人生を生きていく上においても知らぬ間に役に立つことでしょう。素晴らしい講師の皆様及び、参加された個性ある皆様に大変感謝しております。
                　  　          Hiroshi Saito

                  　          　Zama-DOL
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                                                                      氏家　みどり



　5月28日（水曜日）、座間キャンプ、Bldg125、VID会議室において第3回TOEIC団体テストが

行われました。これで第1回から合計147名が受験したことになりますが、全国における傾向と同様に、ここ座間キャンプにおいても145名のリスニングスコアがリーディングスコアを上回っています（受験者の97％）。

第3回TOEIC 団体テストの結果　(受験者数35人)


リスニング
リーディング
トータル

最高点
495
450
945

最低点
225
85
310

平均点
383.4
264.4
647.9

TOEICワンポイント・レッスン

　TOEICリーディングセクションの読解問題にはお知らせ、手紙､申込用紙､新聞や雑誌の記事等が出題されますが、それぞれの文章構成パターンに慣れることがスコアアップへの近道となります。いろいろな文章の中から下記のような雑貨店のクーポン券を読む時にはどんなことに注意したらよいかに焦点をあててみましょう。
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                                                                                                               TOEIC friends May 2002抜粋


                                                                       氏家　みどり
　4月に開講した英語初級コースとビジネス通訳入門コースも終了に近づいてきました。初級コースは、7名の受講者が着実に各自の基礎英語力をアップさせてきました。通訳入門コースは、現役の講師による本格的な授業が展開されています。受講者の中には実際に通訳を仕事としている人もいれば、本業は通訳ではないけれども、立場上いろいろな場面で通訳を求められることが多い職場から来ている人もいます。開講後しばらくの間は、15名の受講者たちの多くから｢授業のレベルが高すぎてついていけない」「授業中あまりにも自分の出来が悪いために昼食がのどを通らない」等といった声が聞こえてきましたが、コース中盤を迎えた頃から誰も弱音を吐かなくなる一方、クラス全体に積極的な取り組み姿勢が見えてきました。通訳のテクニックを学ぶ中で、よりよい通訳者になるためには幅広い知識が必要であることに気づき、毎週出される宿題に苦しみながらも、いつの間にやら自分の知的世界が広がっていくことに皆大いなる充実感を得ているようです。

　2004年度も今年同様、有料英語コースの開催を年2回予定しています（2004年度の訓練コース開講予定表は8月に発行する予定）。これらのコースを受講するためにはそれぞれ下記のスコアが必要となります。TOEICの受験申し込みから実際にテスト結果が手元に届くまでには、団体テストで約1ヶ月半、公開テストで約2ヶ月半かかります。来年度の英語コース受講を考えている方は、早めに受験していつでも申し込めるように準備しておいてください。　また申し込みの際には各コース申込締切日から過去2年以内に発行されたTOEICスコアレポート（団体テスト）もしくはスコアシート（公開テスト）を添付して、訓練啓発課宛に申し込んでください。



現在申込受付中のTOEICテスト


TOEIC団体テスト
TOEIC公開テスト

実施日
8月27日（水）
9月28日（日）　　　　　

申込期間
5月1日-7月25日（水）
6月1日（日）- 8月20日（日）

結果発表予定日
9月10日

10月28日（日）

＊訓練啓発課TOEIC関係図書情報

　TOEIC公式ガイド＆問題集（日本語版）、TOEIC公式ガイド＆問題集Vol.2（日本語版＆英語版）、TOEIC Business Idioms from Silicon Valley、TOEIC friends等の貸し出しを行って

います。テストの1ヶ月前位までなら比較的借りやすい状況です。

　リーダーの４つの役割 コース実現に向けて

                                                                                 ビール友川裕子

　

　　ＭＬＣ・IHA従業員皆さん、今まで何人の上司、友人、知人からはっきりとリーダーとマネージャーの仕事/役割の違いを説明してもらった経験がありますか？リーダーの皆さん、ご自分のリーダーの役割を的確に部下に説明出来る自信がありますか？またすでに実際に説明されていますか？時折その違いを知ってか知らぬか私達は”あの人は真のリーダーだ”・”あの人はリーダーシップを発揮している人だ”・”自分だけはリーダーシップを持ち合わせている上司だ”などと事務所で話をしていませんか？もしあなたがその違いにとてもあやふやで不確かな気持ちを持っているとしたらこの｢リーダーの４つの役割｣のコースに出席してください。リーダーの役割を｢霧が晴れるように｣理解できるコ－スを７月２４日から２５日の２日間にわたり株式会社フランクリン・コヴィー・ジャパンの上条富彦（KAMIJYOU,Tomihiko)　講師を迎え日本人人事部訓練啓発課の一番教室で開催します。

　上条富彦氏のご紹介：


　外資系事務機メーカーに直販営業として入社、入社１年目で年間最優秀営業マンに選ばれ、その後６年間トップ営業マンとして活躍されました。独自の営業手法を確立し、営業マネージャーを経て商品開発、販売企画を担当するかたわら、営業教育に３年間携わり、文具、事務機器メーカーに移り、営業企画部長を歴任後、教育部長として全社の教育体系及び体制の抜本的改革に取り組まれました。マネジメントをするかたわら自らも講師を務め、５年間にわたり新入社員研修から段階別研修に至るまで幅広い講師経験を積み、新規事業立ち上げ準備室室長を歴任した後、自分のミッションを追及するため、フランクリン・コヴィー社の講師としての道を選択し、

「自らが流れを変える人になる」をモットーに「７つの習慣」他の講師として活躍されています。

　１９９５年在日米陸軍で初めて７つの習慣のコースを司令部/各部隊の軍人・アメリカ民間人・ＭＬＣ従業員指導者に導入しました。今年２月、８年ぶりにＭＬＣ従業員１８名に７つの習慣を開講しました。もし７つの習慣の大原則をご存知のない方は本やテープなどで予備知識として勉強なされることをお勧めします。あなたは、組織の中で色々な役職を持ち仕事をしています。その時、その場はあなた自身がリーダーです。もちろん人生のリーダーでもあります。あなたは依存しない確固たる主体性（Core）を持ち、それを発揮しています。依存とは何事も出来なかったことや、しなかったことを司令官/上司・仕事・お金・社会・お客・天気・家族（夫/妻/子供/両親）/恋人など自分以外のせいにすることです。正反対の自立とは全て自分自身がゴールを描き、必要項目を書き出し、条件をつけ、自己責任を持つ健康なこころを養い、周りの人と相互効果を挙げることです。

さらに強く相互の信頼関係を築き上げている方に：

｢リーダーの４つの役割｣のひとつは方向性を示すことです。
　第２の習慣（：目的をもって始める）で勉強したことを基にします。組織で取り組む上で「Key Personは誰か？」「重要なも

のは何か？」を組織が出さなければ成らない結果を描いて戦略を立てることです。結果を出す上で上りつめる梯子を結果という頂上に正しく掛けているか掛け間違えていないかどうかも考える必要があります。
｢リーダーの４つの役割｣のひとつは組織を

整えることです。
　第３の習慣（：重要事項を優先する）で勉強したことを取り入れます。組織の中で他の事務所もしくは部隊との関わりのバランスを図り、システムやプロセスを考えながら重要性や優先順位を決め、各ＭＬＣ・IHA従業員に理解させることです。

｢リーダーの４つの役割｣のひとつはエンパワーメントを進めることです。
　第４/５の習慣（：Win－Winを考える、理解してから理解される）で勉強したことを実行します。あなたもWinーわたしもWinです。お互いの状況にあう満足できる結果を出すために具体的に期待することや考え/アイディアを言葉のキャッチボールを通して確立していくことです。各ＭＬＣ・IHA従業員のエネルギーや才能を引き出し、結果を出すために有効利用することです。

｢リーダーの４つの役割｣のひとつは模範になることです。
　第１の習慣（：主体性を発揮する）で勉強したことを復習します。あなたの人格と能力が一番大切です。リーダーとしてどうあるべきかを考えます。唯一影響の輪を広げる人はあなた自身であることを再確認します。また部下の皆さん、上司の意図しているミッション・ビジョンにつながる命令

を瞬時に汲み取り、事務所でチームワークを発揮し、上司を盛り立てていくことでしょう。

　｢リーダーの４つの役割｣のコースはあなたの申込みをお待ちしております。コース締切日は７月２０日です。


　来年はRoice Krueger氏を迎え軍人/アメリ

カ民間人に対して「７つの習慣」と「リーダーの4つの役割」を開講する予定です。彼はフランクリン・コヴィー社のエグゼクティブ・コンサルタントとして世界中を回り、フランクリン・コヴィー社のワークショップを開いています。是非とも多くの方に彼のワークショップを受講していただきたいと思います。このコースを修了した後は上司の皆さん、上司としての役割を確実にご自分の事務所で発揮でき、チームワークを図りながら部下の向上心を引き上げることでしょう。
「あなたの夢を現実に」
増田　譲治


　将来に夢をみたり希望をもつことのできるのは人間だけに与えられた素晴らしい能力です。残念ながら我が家の犬や猫には出来ません。彼らは今が良ければそれで幸せなのです。明日の事は考えません。　しかし、人間にとっても現代は夢や希望を持つのが困難な時代だということも確かです。最近自分の中で夢や希望を抱くことを拒む３つの敵に気がつかされたのです。私は長い間、自分の人生に喜びがなく、夢や希望を持つことが出来ない原因は、周りの人やこの世の中の状況に原因があると考えていました。しかし、自分の幸せを拒んでいるものは自分自身の考えそのものにあると気がついたのです。その自分自身の内にある３つの敵とは、

　その第１は、「不安」です。私はとても心配性なので、まだ起きていない将来の事まで否定的､　消極的、破壊的、非生産的、非建設的に心配してしまいます。心配ごとのタネを思うことによって自ら心配を呼び起こし、その心配事がマイナスのエネルギーを生み出し心配事が現実に起きてしまうのです。しかし、心配事のなんと９０％以上は現実には起きないというデーターもあります。
　その第２は、「罪責感」です。こうあるべきだといわれる制約や、本来の理想の姿からは自分は遠くはずれている、自分はダメな人間だと思い込むメッセージが無意識のうちに入り込んでいるのです。

　第３は、「劣等感」です。つい人と比べてしまい、自分は無価値な者であると思い、その劣等感の反動として､優越感を持ってしまい、見栄っ張りになり､　虚勢を張ってしまう、そういう自分をさらに自分で責めたててしまうのです。劣等感と優越感の分量は全く正比例しますからプラスとマイナスで結局何のエネルギーにもならないわけです。しかし、この３つの敵から解放される道が１つだけあります。誰かの、何かの物差しによらず、自分の弱点や悪いところ全て自分の中でさらけ出し、ありのままの自分を勇気をもって受け入れてみることです。
　そして夢と希望をもつためにはいかなる困難があっても本当に自分の大好きなことはあきらめずにやり続けてみることです。なぜなら、夢を持つとまず、希望が生まれます、希望をもつと計画が生まれます、計画を持つと感情が生まれ、感情がエネルギーとなり現実的な考えを作りだします、その考えが実際の行動に結びつき、その行動の結果、たとえ失敗しても、原因を反省し、あきらめずに繰り返すことで最終的にあなたの夢が現実になるのです。

　昔、絵の大好きな少年がいました。彼の絵はとても独創的で、植物や動物、椅子、机などに目や鼻、口を描き、まるで生きているようで今にも話し出しそうな絵を描きました。しかし学校の美術の先生や周りの大人たちは彼の絵があまりにも独創過ぎていたため全く認めませんでした。そして彼に将来絵で生計を立てていくのはとても無理だと告げたそうです。さらに、質素な家には絵を勉強する余裕がなかったため、親から早く働いて家計を助けて欲しいと言われていました。絶望のどん底で将来の夢を失いかけていた、そんなある日、一匹のネズミが部屋の隅を歩いているのを見て、それをつい一枚の紙に描いたそうです。そして、そのネズミの絵が世界的に有名になりました。その少年の名前こそ、ウォルト・ディズニーその人だったのです。絵で生計を立てていけないどころか、あまり余る夢と世界的財産を私たちに残してくれました。その中でも彼は全世界の人々に夢を持つ大切さと夢がどれだけ人を幸せにするかを教えてくれたのです。


　　　　　　　各コースに関する詳しい内容はアナウンスメントをご覧下さい。

　　　　有料の講座に関しましては、最低人数に満たない場合にはキャンセルとなります。

日程
期間
授業料
コース名
場所
申込受付期間

７月２４～２５日
２日間
￥58,800
リーダーの4つの役割
キャンプ座間
４月１日-６月１７日

８月２１日
１日間
￥23,000
異文化コミュニケーション
キャンプ座間
５月１日-７月１４日

８月２７日
３時間
￥4,000
TOEIC団体テスト
キャンプ座間


５月１日-７月２５日

９月９～１０日
１.５日間
無料
新入職者オリエンテーション
キャンプ座間


７月１日-８月２６日

９月１６日
１日間
￥18,000
変化対応開発セミナー
キャンプ座間


６月２日-８月１日


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者：石黒以津子　電話：２６３－７３５９
ボランティアの先生
電話番号
レベル
曜日
時間
場所

ゲアリー・ジョンソン
263-4719
初級
火
1200-1245
キャンプ座間、S102　Room-D202

イヴァン・ピレット
デュレック・シマブクロ


263-8082
263-8740
初－中級
水
1145-1230
キャンプ座間、 N250(JED)

Torii Conference Room

ロジャー・リエンドウ
263-2800
中級
木
1200-1245
キャンプ座間、S102　Room-D202

ジョン・サリバン 
263-3215
初級
金
1200-1245
キャンプ座間、 S102　Room-D202

ジョン・ホエックストラ
263-5055
中級
月
1645-1745
キャンプ座間、N278　Room-209

ルイス・オルドナ
263-5463
初－中級
火
1700-1830
キャンプ座間、 S102　Room-D202

リック・スコーリック
263-3955
初級
木
1700-1830
キャンプ座間、S102　Room-D202

チャールズ・ホプキンズ
263-3133
中級
木
1700-1830
キャンプ座間、S102　Room-D207

                                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相模デポ担当者：小沢千香子　２６８－４０４２

ローレンス・プラット
268-4369
初級
木
1700-1815
相模デポ、SGD,161-1, RM 139





基本動詞でここまで言える！

(CNN ENGLISH EXPRESS 1997年8月号より抜粋） 
「言いたいあのひと言」をget/give/go/have/make/takeの6つの基本動詞を使って表現する。
最近、業績のほうはどうですか

How’s business been going recently? 


How is....going?は、物事の進展ぐあいや 状況を尋ねるときの代表的な言い回しのひとつ。recentlyを付けずに、現在時制で How’s  business going?と言ってもいい。

全然、上向きませんね

We’re not making any progress.


Make progressで「進展がある；発展する」

の意味。状況を表すit を主語にすれば、 get を用いて It’s not getting any better.のように

も言える。

ファックス、行きましたか

Did you get the fax I sent you?

英語ではyouを主語にして、get を用い「受け

取りましたか」と尋ねるのが自然。

Did you get my fax?と言ってもいい。

資料は行きわたっていますか

Did you all get the documents?

これも人を主語にする形で言うのが自然。英語は「全員、資料を受け取りましたか」の意味。

カタログをお渡ししておきます

I’ll give you a catalog.

haveまたはtakeを用いて、Please have[take] a catalog.のような言い方もできる。

すこし検討する時間をください
Could you give me some time to think it over?

主語をI にすれば、have を用いてCould I have some time to think it over? のように言うことができる。

職場に戻って上の者に相談しますので

I’ll go back and have a talk with my boss.

have a talk withで[～に相談する；

～と話し合いを持つ」の意味。

動詞talkを用いてtalk to としてもいい。

改めてこちらから電話を差し上げます
I’ll give you a call later.

give someone a call で｢～に電話をする」

の意味だが、相手を特定しないで「電話をかける」と言う場合は、makeを使ってmake a (phone) callとする。

それが終わったら、こっちを手伝ってくれない？

Can you give me a hand after you get that done?
give someone a handは、「～に手を貸す」

の意味。give someone one’s hand on とすると「～と･･･を約束する；～と･･･を取引する」の意味になるので注意。get...doneは、「･･･を終える」の意味。


最近、ミスが多いんじゃないかね

You’ve made a lot of mistakes lately, haven’t you?
make mistakes [a mistake]は｢誤りを犯す」

の意味｡   mistakeと結び付く基本動詞は

makeだけである。 

報告書、急いで仕上げてくれよ
Get the report done right away.

Get...doneは｢･･･を終える」の意味だが、とくに、ある程度の長さや工程を持つ物事を終えることを表す場合に、 get throughという

言い方も使われる。

リポートが全然終わらないよ

I can’t get my report done at all.
get my report done の語順に注意。finish my reportと言うこともできる。

たかしくんから電話がありましたよ

You had a call from Takashi.

いま電話がかかってきて「あなたに電話よ」という場合はThere’s a (phone) call for you. と言う。You have a call  は形式ばった 言い方。

今夜、必ず電話してね
Make sure to call me tonight.  

make sureは「確かめる；念を押す」という

意味。make sure to do の形で「必ず～する； 間違いなく～を実行する」となる。 be sure to doでもいい。

もう行かないと電車に間に合わないよ
We’ve got to go, or we’ll miss the train.  

Have got to は｢～しなければならない」　の意味。

We’ve got to goの代わりにWe’d better go と言うこともできる。   

５時から部室でミーティングするから

We’re going to have a meeting in the club room at 5:00.

Meetingは、haveまたはholdと結び付くが、口語ではhaveを用いるのがふつうである。 

課長、ちょっとお話が

Sir, I have something to tell you.

have toを用いて、Sir, I have to talk to you about something.のように言うこともできる。

書類のほう、ご覧いただけましたか
Did you take a look at the documents?
Take a look at は「～に目を通す」といったニュアンス。  takeの代わりにgetまたはhaveを用いることも

できる。

もう一日長く休みを取れないの？

Can’t you take an extra day off?
Can’t you とあえて否定形で尋ねることで

、たぶん無理だろうけど、いう気持ちを表す。takeの代わりにgetを用いることもできる。

コーヒーでも入れる？

Shall I make some coffee?

make coffee ( tea) で｢コーヒー（お茶）

をいれる」の意味。  How about some coffee?　と言ってもよい。　

このお菓子は同僚へのいい土産になるな
These sweets will make a good gift for my colleagues.
このmakeは［～の役目をする；～（目的）に十分かなう」という意味。These sweets are
a perfect gift for my colleagues. と言うこともできる。
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Importicos


  An Ethnic Boutique.  $5 off handcrafted   


  goods from all around the world.  Textiles,   


  music, jewelry, folk art and much more.  


  $25 minimum purchase, not valid with any   


  other offer.  		


  One coupon per customer.


  1-800-BYE-HAND www.importicos.com 


  Level B


  581-5333 	        Expires 3/31/01 








雑貨店の


クーポン券





*動詞がない変則パターンに注意！





$500





off





情報を読み取るためのポイント：ショッピングモールのテナントで利用できる


クーポン。名詞句や形容詞句の羅列で、動詞がひとつも使われていない。名詞


・形容詞・前置詞など、単語の意味を確実にとらえ、情報を把握したい。


minimum　purchase/valid/expireなど、この種の割引券に特有の語句にも注意。
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訳	


インポーティコズ（店名）


5ドル引き


輸入雑貨専門店｡　5ドル引きの対象は世界各国の手工芸品。織物､楽器、宝飾品、民芸品ほか豊富な品揃え。割引きは25ドル分以上お買い上げの場合。ほかのサービスとの併用は不可。本券1枚でお1人様まで。


フリーダイヤル1－800－293－4263　


www.importicos.com  


Bフロア


電話581－5333　　


有効期限2001年3月31日











単語・表現


ethnic：異国の；（特定の）民族の


boutique: 専門店


handcrafted: 手作りの	


textile: 織物；繊維製品


folk art: 民芸	


valid: 有効な	


BYE-HAND: 293-4263 (電話機のボタンに割り当てられたアルファベットを指すが、byeはbyと同発音であることから、


by hand（手作りの）という表現と掛けている。


level: 階	


expire:　失効する
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総合英語初級コース：　				400－500


総合英語初中級コース：　				500－600


総合英語中級コース：　				600－700


ディスカッションコース：　				730以上


ビジネス通訳入門コース：　				750以上


リスニングスキル強化コース（新）：　		700－800


ビジネス・プレゼンテーションコース（新）：　	600以上
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